
＊日頃からの心が前が肝心

・日頃から家庭で指定避難所、避難場所、経路、緊急時の集合場所を確認しておきましょう。

・避難に当たっては、高齢者、障がい者など災害要援護者に配慮しよう。

・高齢者等避難（警戒レベル３）、避難指示（警戒レベル４）が発令されたら、速やかに避難しましょう。

・車で避難すると道路が混雑し、緊急車両の通行の妨げになりますので、できるだけ徒歩で避難しましょう。

・移動するときは、狭い道、塀や自販機のそば、浸水箇所、ガラスや看板の多い場所をなるべく避けましょう。

避難時の注意点

・避難の時は、戸締りをし、火元を確認、ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを切りましょう。

・玄関先など目立つ場所に、連絡先、避難先、避難者名、連絡方法などを記したメモを残しましょう。

・荷物は最小限の非常持ち出し品のみとしましょう。

＊高齢者等避難や避難指示に従いましょう

＊避難は徒歩でおちついて

＊戸締り火の元確認を忘れずに


